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図 書 館 へ ！

開館時間／ 9：00 ～ 18：00　
休館日／ 11 月 6・13・20・21・27日
　　　　 12月4・11・18・19・25・29～ 31日
問い合わせ／図書館　☎（４３）５６６１ 図書館HP

●イベント・子育てサロン 　　　　　　
　市内保育園（所）・認定こども園で毎月開催してい
ます。保育士さんや子育て仲間と楽しい時間を過ごし
てみませんか？
▷親子で遊ぼう
未就園児のお子さんと保護者の方を対象と

したイベントです。お気軽にご参加ください。
▷子育てサロン
子育て中の親子が集まる楽しい空間です。

●子育てポータルサイト
　子育て情報や子ども向けイベントなどを
まとめた特設ページです。

詳しくはこちら

問い合わせ／子ども課　☎（４４）３６００

●乳幼児健診・相談　　場所：保健福祉センター

事業名 日にち 受付時間

3カ月児健診 13日（水） 13：00～ 13：20

4カ月児健診 4日（月） 13：00～ 13：20

10カ月児健診 7日（木） 12：50～ 13：10

1歳6カ月児健診 12日（火） 12：50～ 13：10

2歳6カ月児歯科健診 1日（金） 13：00～ 13：20

3歳6カ月児健診 21日（木） 12：50～ 13：10

乳幼児健康相談 5日（火） ご予約時に
お知らせします。15日（金）予約制

詳しくはこちら

子育てひろば

ケポス池田キッズハウス（子ども未来館）情報イ
開館時間／ 9：00 ～ 18：00（2階学習室は 19：45 まで）　
休館日／ 11 月 6・13・19・20・27 日
　　　 　12 月 4・11・18・19・25・29 ～ 31 日
対象／赤ちゃんから 18 歳まで

そのほか／
 ・時間の確認・予約は、ホームページをご覧
　ください。
 ・こどもの広場以外は土足で利用ができます。
問い合わせ／子ども未来館　☎（４３）０５０５

詳しくはこちら

12 月の子育て情報

●市民ギャラリー「やいたの四季  観光写真コンテスト」

　昨年の観光写真コンテスト入賞作品を展示します。
日時／ 11 月 1日（水）～ 12日（日）

●図書館俳句ポスト　今月の季語「小春」

　図書館 1階、雑誌の棚に図書館俳句ポストが設置
してあります。専用の応募用紙で投句してください。
＊ひと月おひとり様 10句まで。個人情報はこの目的
以外には使用しません。
＊詳しくは、図書館スタッフにお問い合わせいただく
か、ホームページをご覧ください。

●映画会「きみがくれた物語」

　ノースカロライナ州の海沿いにある小さな町で運命
的な出会いを果たし結ばれた、トラヴィスとギャビー。
デートの約束の日にギャビーが交通事故にあってしまう。
目を覚まさないギャビーを前にトラヴィスは「真実の愛
のために人はどこまでできるのか」と何度も自問する―。
日時／ 11 月 25 日（土）　14：00～ 15：55
　　　（開場 13：30～）
場所／図書館 2階  視聴覚室　＊入場無料・申込不要

●わたしと家族の「そうぞく」講座

　相続に関わる準備・手続・対策については、
図書館でも貸し出し数が多く、皆さんの関心
が高いジャンルです。これを受け、よりよい
未来のための「そうぞく」「ライフ＆エンディ
ング」について考える講座を開催します。
　併せて関連本の展示も行いますので、ぜひ
お越しください。
日時／ 11 月 29 日（水）
　　　 13：00 ～（開場 12：30～）
場所／ 2 階  視聴覚室
定員／ 20 人程度
協力／明治安田生命保険相互会社
申込方法／ 11 月 1日（水）～図書館カウン
ターまたは電話でお申し込みください。

矢板市電子図書館はこちらから

●季節の作品作り「キラキラクリスマスボトル」
日時／ 11 月 1日（水）からいつでも参加可能
場所／ 1 階  こどもの広場
定員／限定50セット
＊無くなり次第終了、予約不可
対象／小学生・幼児（3歳以上）とその
保護者
参加費／ 50 円

●テーブルゲーム大会
簡単なゲームにチャレンジして記録を伸ばそう！

日時／ 11 月 18 日（土）10：00～ 11：30
場所／ 2 階  みんなの広場
対象／小学生　　定員／ 10 人

●音や歌で遊ぼう♪
鈴やたいこ、タンバリンを使って楽器遊びを楽し

みましょう。
日時／ 11 月 28 日（火）10：00～ 11：00
場所／ 2 階  みんなの広場
定員／ 12 組
対象／乳幼児とその保護者
参加費／無料
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